
 

当
組
合
は
、
去
る
３
月
１７
日

（
水
）
午
前
９
時
か
ら
、
市
場
部

管
理
棟
２
階
会
議
室
に
お
い
て

「
令
和
３
年
度
通
常
総
会
」
を

開
催
い
た
し
ま
し
た
。 

 

今
回
の
通
常
総
会
に
つ
き
ま

し
て
は
、
昨
年
に
引
き
続
き
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

を
防
止
す
る
た
め
、
正
組
合
員

の
皆
様
に
は
で
き
る
だ
け
書
面

決
議
で
の
対
応
を
お
願
い
し
、

規
模
を
縮
小
し
て
の
開
催
と
な

り
ま
し
た
。
正
組
合
員
６７
名
の

う
ち
、
本
人
出
席
及
び
議
決
権

行
使
書
面
に
よ
る
者
を
合
わ
せ

６３
名
の
出
席
を
得
て
、
令
和
２

年
度
事
業
報
告
、
３
年
度
事
業

計
画
な
ど
８
議
案
と
附
帯
決
議

の
審
議
等
を
行
い
ま
し
た
。 

 

当
日
は
総
会
に
先
立
ち
、
中

野
弘
道
焼
津
市
長
か
ら
御
祝
辞

及
び
井
林
辰
憲
衆
議
院
議
員
か

ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
御
紹
介
後

に
開
会
し
、
西
川
組
合
長
の
挨

拶
に
続
い
て
増
田
副
組
合
長
か

ら
令
和
２
年
度
水
揚
優
秀
船
と

優
良
船
員
の
披
露
（
水
揚
優
秀

船
の
う
ち
優
勝
船
は
、
別
記
の

と
お
り
）
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の

後
の
議
事
は
、
辻󠄀
寅
丸
の
原
田

眞
治
氏
を
議
長
と
し
て
進
め
ら

れ
、
提
出
さ
れ
た
議
案
は
す
べ

て
異
議
な
く
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

 

総
会
の
議
案
は
次
の
と
お
り

で
す
。 

 

（
議 

案
） 

 

第
１
号
議
案 

令
和
２
年
度
貸
借
対
照
表
、
損

益
計
算
書
、
剰
余

金
処
分
案
、
注
記

表
及
び
事
業
報
告

等
承
認
の
件 

漁
業
及
び
当
組
合

を
取
り
巻
く
環
境

が
依
然
と
し
て
予

断
を
許
さ
な
い
状

況
が
続
い
て
い
る

こ
と
等
か
ら
、
内
部

留
保
に
配
慮
す
る

と
と
も
に
今
後
の

事
業
展
開
等
を
勘

案
し
て
、
別
冊
の
と

お
り
と
す
る
。 

（
監
査
報
告
） 

 

第
２
号
議
案 

令
和
３
年
度
賦
課
金
の
額
、
徴

収
時
期
及
び
徴
収
方
法
決
定
の

件 令
和
３
年
度
に
お
け
る
賦
課
金

の
額
、
徴
収
時
期
及
び
徴
収
方

法
は
、
指
導
事
業
の
円
滑
な
取

り
組
み
を
図
る
た
め
、
次
の
と

お
り
と
す
る
。 

①
賦
課
金
の
額 

 
 

６
，
８
３
６
，
９
０
０
円 

（
た
だ
し
、
令
和
３
年
１
月
１

日
現
在
の
所
属
漁
船
隻
数
に
よ

る
。
） 

②
徴
収
時
期
及
び
徴
収
方
法 

 

４ 

月 

７ 

日
ま
で
に
４
分
の
１ 

 

６ 

月
２５
日
ま
で
に
４
分
の
１ 

 

９ 

月
２４
日
ま
で
に
４
分
の
１ 

 

１２
月
２４
日
ま
で
に
４
分
の
１ 

を
下
記
漁
業
種
類
別
の
基
準
に

よ
り
徴
収
す
る
。 

た
だ
し
、
沿
岸
漁
船
に
つ
い
て

は
、
４
月
７
日
ま
で
に
全
額
を

徴
収
す
る
も
の
と
す
る
。 

  
 

 
 

記 

〈
漁
業
種
類
別
賦
課
金
の
額
〉 

１ 

遠
洋
鮪
漁
船 

 
 

 

１
隻
当
た
り 

３２
万
円 

２ 

海
外
旋
網
漁
船 

 
 

 

１
隻
当
た
り 

３２
万
円 

３ 

沿
岸
漁
船 

⑴
船
舶
総
ト
ン
数
１０
ト
ン
以
上

１
隻
当
た
り 

８
千
円 

⑵
船
舶
総
ト
ン
数
５
ト
ン
以
上 

 

１０
ト
ン
未
満 

 
 

１
隻
当
た
り 

４
千
７
百
円 

⑶
船
舶
総
ト
ン
数
３．５
ト
ン
以
上 

 

５
ト
ン
未
満 

 
 

１
隻
当
た
り 

２
千
７
百
円 

⑷
船
舶
総
ト
ン
数
３．５
ト
ン
未
満 

 
 

１
隻
当
た
り 

１
千
４
百
円 

 

第
３
号
議
案 

令
和
３
年
度
事
業
計
画
設
定
の

件 漁
業
及
び
当
組
合
を
取
り
巻
く

環
境
が
依
然
と
し
て
厳
し
い
状

況
に
あ
る
が
、
今
後
の
事
業
展

開
等
を
勘
案
し
て
、
別
冊
の
と

お
り
と
す
る
。 

 

第
４
号
議
案 

理
事
報
酬
決
定
の
件 

令
和
３
年
度
に
お
け
る
理
事
９

名
の
報
酬
等
は
、
昨
年
度
の
支

給
実
績
、
本
年
度
の
執
行
体
制 

 

及
び
経
済
情
勢
等
を
勘
案
し
、

総
額
５
，
３
５
０
万
円
以
内
（
た

だ
し
、
使
用
人
兼
務
役
員
の
給

与
等
は
含
ま
な
い
。
）
と
し
、
各

理
事
の
配
分
等
に
つ
い
て
は
理

事
会
に
一
任
す
る
。 

 

第
５
号
議
案 

監
事
報
酬
決
定
の
件 

令
和
３
年
度
に
お
け
る
監
事
２

名
の
報
酬
等
は
、
昨
年
度
の
支

給
実
績
、
本
年
度
の
監
事
体
制 

 

及
び
経
済
情
勢
等
を
勘
案
し
、

総
額
３
５
０
万
円
以
内
と
し
、

各
監
事
の
配
分
等
に
つ
い
て
は

監
事
会
に
一
任
す
る
。 

 

第
６
号
議
案 

借
入
金
の
最
高
限
度
決
定
の
件 

令
和
３
年
度
に
お
け
る
借
入
金

の
最
高
限
度
は
、
昨
年
度
の
借

入
実
績
及
び
本
年
度
の
事
業
運

営
等
を
勘
案
し
、
６０
億
円
と
す

る
。 

 

第
７
号
議
案 

余
裕
金
の
預
入
先
等
決
定
の
件 

令
和
３
年
度
に
お
け
る
余
裕
金

の
預
入
先
は
、
農
林
中
央
金
庫

及
び
静
岡
信
漁
連(

令
和
３
年

４
月
１
日
合
併
後
の
名
称
：
東

日
本
信
漁
連)

の
ほ
か
、
昨
年
度

の
預
入
実
績
等
を
勘
案
し
、
下

記
の
と
お
り
と
す
る
。 

 

 
 
 

 

記 

〈
銀
行
又
は
信
用
金
庫
〉 

静
岡
銀
行
、
し
ず
お
か
焼
津
信

用
金
庫
、
清
水
銀
行
、
ス
ル
ガ
銀

行
、
三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行 

 

第
８
号
議
案 

漁
業
生
産
力
の
発
展
に
関
す
る

計
画
（
共
同
漁
業
権
及
び
区
画

漁
業
権
）の
件 

令
和
２
年
１２
月
１
日
に
改
正
さ

れ
た
漁
業
法
に
合
わ
せ
て
、
共

同
及
び
区
画
漁
業
権
者
と
し
て

漁
場
を
適
正
か
つ
有
効
に
活
用

す
る
た
め
、
今
般
、
漁
業
生
産
力

の
発
展
に
関
す
る
計
画
を
策
定

し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

な
お
、
計
画
の
詳
細
は
別
紙
の

と
お
り
で
あ
る
。 

 

附
帯
決
議 

本
日
の
決
議
事
項
の
う
ち
、
組

合
員
の
権
利
義
務
に
関
係
し
な

い
軽
微
な
事
項
の
修
正
及
び
違

算
、
誤
字
の
訂
正
並
び
に
法
令

そ
の
他
行
政
庁
の
処
分
又
は
こ

れ
に
基
づ
く
指
示
に
よ
る
場
合

に
は
、
必
要
な
字
句
の
修
正
を

理
事
に
一
任
す
る
。 

 

報
告
事
項
① 

令
和
２
年
度
通
常
総
会
の
議
決

事
項
に
か
か
わ
る
処
理
の
状
況

に
つ
い
て 

令
和
２
年
度
通
常
総
会
（
令
和

２
年
３
月
１７
日
開
催
）
の
議
決

事
項
に
つ
い
て
は
、
別
紙
の
と

お
り
処
理
し
た
。 

 

報
告
事
項
② 

静
岡
県
常
例
検
査
に
お
け
る
指

摘
内
容
と
改
善
措
置
の
内
容
に

つ
い
て 

静
岡
県
に
よ
る
常
例
検
査
の
結

果
、
指
摘
事
項
が
２
項
目
あ
っ

た
た
め
、
静
岡
県
に
対
し
て
そ

の
改
善
措
置
を
回
答
し
た
。 

  

[
 
]

内
は
旧
任 

昇
格
者 

▼
市
場
部
次
長 

 
 

 
   

  
  

萩
原 

勝
利 

[

市
場
部
業
務
第
三
課
長] 

▼
総
務
部
次
長
兼
指
導
課
長 

 
 

 
   

  
  

益 

慎
一
郎 

[

総
務
部
次
長
心
得
兼
指
導
課

長] 

▼
市
場
部
次
長 

 
 

 
   

  
  

頼
住 

雅
彦 

[

市
場
部
次
長
心
得] 

▼
冷
蔵
部
次
長
心
得
兼
販
売
課

長
兼
餌
料
係
長 

 
 

 
   

  
  

小
柳
津 

武
士 

[

冷
蔵
部
販
売
課
長
兼
食
品
係

長
兼
餌
料
係
長] 

▼
市
場
部
業
務
第
一
課
長 

 
 

 
   

  
  

増
田 

賢
吾 

[

市
場
部
業
務
第
一
課
長
心
得] 

▼
市
場
部
業
務
第
二
課
長 

 
 

 
   

  
  

見
﨑 

力 

[

市
場
部
業
務
第
二
課
長
心
得] 

▼
市
場
部
業
務
第
三
課
長 

 
 

 
   

  
  

小
泉 

正
之 

[

市
場
部
業
務
第
三
課
長
心
得] 

▼
経
理
部
管
理
課
管
理
係
長 

 
 

 
   

  
  

鈴
木 

孝
尚 

[

経
理
部
管
理
課
管
理
係] 

▼
冷
蔵
部
業
務
二
課
外
港
冷
蔵

庫
係
長 

 
 

 
   

  
  

芹
澤 

俊
輔 

[

冷
蔵
部
業
務
一
課
超
低
温
冷

蔵
庫
係] 

  

新
規
採
用
者
（新
卒
） 

▼
市
場
部
業
務
第
一
課
新
屋
売

場
係 

 
 

 
   

  
  

占
野 

鉱
希 

▼
市
場
部
業
務
第
三
課
外
港
売

場
係 

 
 

 
   

  
  

田
中 

海
凪 

▼
市
場
部
会
計
課
計
算
係 

 
 

 
   

  
  

池
谷 

実
優 

▼
市
場
部
会
計
課
計
算
係 

 
 

 
   

  
  

岸
本 

京
雅 

  

新
規
採
用
者
（中
途
） 

▼
市
場
部
業
務
第
三
課
外
港
売

場
係 

 
 

 
   

  
  

見
﨑 

和
哉 

  

定
年
齢
到
達
者 

▼
経
理
部
参
与
兼
部
長(

嘱
託) 

 
 

 
   

  
  

白
石 

一
二
朗 

[

経
理
部
長
兼
企
画
課
長
兼
管

理
課
長] 

▼
市
場
部
参
与
兼
部
長(

嘱
託) 

 
 

 
   

  
  

青
木 

康
晴 

[

市
場
部
長] 

▼
市
場
部
副
部
長(

嘱
託) 

 
 

 
   

  
  

片
山 

弘 

[

市
場
部
副
部
長] 

▼
冷
蔵
部
長(

嘱
託) 

 
 

 
   

  
  

松
永 

毅
彦 

[

冷
蔵
部
長
兼
機
械
課
長] 

▼
市
場
部
荷
役
課
荷
役
係(

嘱

託) 

 
 

 
   

  
  

小
長
谷 

真
琴 

[

市
場
部
荷
役
課
荷
役
係
長] 

 

 

 

 

遠
洋
鮪
優
勝
船
「
第
３５
福
積
丸
」
の
表
彰 

 

水
揚
優
秀
船

と
優
良
船
員
の

表
彰
は
、
当
組

合
が
水
産
業
の

振
興
を
目
的
と

し
て
毎
年
行
っ

て

い

る

も

の

で
、
表
彰
船
や

乗
組
員
の
多
く

が
洋
上
に
い
る

こ
と
か
ら
、
贈

呈
さ
れ
る
被
表

彰
船
（
者
）
が
焼

津
港
に
水
揚
げ 

 

令
和
２
年
度  

 

水
揚
優
秀
船
・
優
良
船
員
表
彰 

 

入
港
す
る
機
会
を
利
用
し
、
順

次
、
船
主
・
漁
撈
長
に
対
し
て

直
接
表
彰
を
し
て
お
り
ま
す
。 

 

本
年
最
初
の
表
彰
は
、
遠
洋

鮪
漁
船
で
優
勝
し
た
「
第
３５
福

積
丸
」
で
、
２
月
２２
日
（
月
）

午
前
９
時
か
ら
組
合
来
賓
室
に

お
い
て
行
い
、
西
川
組
合
長
か

ら
表
彰
状
と
記
念
品
が
授
与
さ

れ
ま
し
た
。 

 

な
お
、
下
記
の
区
分
ご
と
の

優
勝
船
に
つ
い
て
も
順
次
表
彰

を
し
て
お
り
ま
す
。 

 

 

 

 

 ◆遠洋鮪漁船         第 35 福積丸 

 ◆遠洋鰹漁船         第 17 德榮丸 

 ◆海外旋網漁船 750 トン以上   第 18 松友丸 

 ◆海外旋網漁船 750 トン未満   第 18 常磐丸 

 

 

 

 

（
昇
格
・
新
規
採
用
者
） 

令和２年度水揚優秀船（優勝船のみ記載） 
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第
４３
回 

全
国
海
の
子
絵
画
展 

  

全
国
漁
業
協
同
組
合
連
合
会

主
催
の
「
全
国
海
の
子
絵
画
展
」

は
、
小･

中
学
生
の
皆
さ
ん
が
絵

を
描
く
こ
と
を
通
し
て
、
海
に

対
す
る
興
味
、
漁
業
に
対
す
る

理
解
や
夢
を
も
っ
て
育
っ
て
い

た
だ
き
た
い
と
い
う
願
い
を
込

め
て
実
施
し
て
い
る
絵
画
展
で
、

今
年
で
４３
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。 

 

今
年
の
全
国
か
ら
の
応
募
作

品
数
は
、
小
学
校
の
部
約
３
千

点
、
中
学
校
の
部
約
５
百
点
、
合

わ
せ
て
約
４
千
点
で
、
こ
れ
ら

の
応
募
作
品
の
中
か
ら
各
都
道

府
県
で
厳
選
さ
れ
た
作
品
９５
点

が
本
絵
画
展
に
出
展
さ
れ
、
小･

中
学
生
の
皆
さ
ん
が
、
日
頃
の

生
活
の
中
で
漁
業
を
見
つ
め
、

感
じ
た
こ
と
を
色
彩
豊
か
に
表

現
さ
れ
た
力
作
ぞ
ろ
い
の
な
か
、

特
別
賞
２８
点
が
選
ば
れ
ま
し
た
。 

 

地
元
焼
津
市
の
受
賞
者
は
次

の
通
り
で
す
。 

 

▼
水
産
庁
長
官
賞 

 
 

青
木 

琥
太
朗 

（
豊
田
小
学
校
１
年
） 

▼
教
育
美
術
振
興
会
理
事
長
賞 

 
 

白
鳥 

り
お
ん 

 

（
大
富
中
学
校
２
年
） 

▼
全
漁
連
会
長
賞 

 
 

福
井 

彩
月 

（
港
小
学
校
２
年
） 

 
 

鈴
木 

嶺 

 
 

（
黒
石
小
学
校
３
年
） 

 
 

鈴
木 

莉
衣
奈 

（
大
富
中
学
校
１
年
） 

焼
津
ミ
ナ
ミ
マ
グ
ロ 

Ｐ
Ｒ
冊
子
発
行 

 

当
組
合
で
は
ミ
ナ
ミ
マ
グ
ロ
の

普
及
に
取
り
組
ん
で
き
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
が
、
こ
の
た
び
、

「
焼
津
ミ
ナ
ミ
マ
グ
ロ
」
の
特

徴
や
焼
津
と
の
関
わ
り
の
歴
史
、

漁
法
や
漁
場
、
解
凍
方
法
な
ど

を
Ａ
５
判
１０
ペ
ー
ジ
に
纏
め
た

冊
子
を
発
行
し
ま
し
た
。
組
合

事
務
所
や
直
販
店
を
通
じ
て
無

料
配
布
し
て
い
ま
す
。（
組
合
サ

イ
ト
に
も
掲
載
） 

  

４
月
８
日
（
木
）
午
前
１０
時

か
ら
焼
津
神
社
に
お
い
て
「
水

産
翁
慰
霊
祭
」
が
執
り
行
わ
れ

ま
し
た
。 

「
水
産
翁
慰
霊
祭
」
は
、
水
産
都

市
焼
津
の
礎
を
築
い
た
山
口
平

右
ェ
門
・
片
山
七
兵
衛
・
服
部
安

次
郎
と
い
う
３
名
の
水
産
翁
の

偉
業
を
讃
え
、
こ
れ
を
広
く
後

世
に
伝
え
る
た
め
、
昭
和
３５
年

に
、
焼
津
信
用
金
庫
・
焼
津
鉄
工

所
・
昭
和
漁
業
・
赤
阪
鉄
工
所
・

焼
津
漁
業
協
同
組
合
の
関
係
者

に
よ
り
「
水
産
翁
顕
彰
会
」
が
結

成
さ
れ
、
別
々
に
建
立
し
て
い

た
片
山
・
服
部
両
翁
の
台
座
を

焼
津
神
社
境
内
に
あ
っ
た
山
口

翁
碑
に
並
列
し
て
移
し
、
両
翁

顕
彰
の
碑
を
建
立
、
昭
和
３７
年

に
片
山
・
服
部
両
翁
顕
彰
碑
除

幕
式
と
三
翁
の
慰
霊
祭
を
盛
大

に
挙
行
し
て
以
後
、
毎
年
４
月

に
行
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

翌
９
日
（
金
）
の
午
前
１０
時

か
ら
は
、
解
凍
売
場
・
鮮
魚
売
場

を
会
場
と
し
て
「
浦
ま
つ
り
・
大

漁
祈
願
祭
」
を
行
い
、
水
産
関
係

者
の
御
参
列
を
い
た
だ
き
、
玉

串
を
奉
奠
し
て
航
海
の
安
全
と

大
漁
を
祈
願
い
た
し
ま
し
た
。 

 

引
き
続
い
て
、
午
後
１
時
か

ら
は
、
焼
津
市
仏
教
会
の
御
協

力
に
よ
り
「
放
生
会
・
海
上
安
全

祈
願
会･

魚
族
供
養
」
を
焼
津
・

小
川
両
漁
協
の
共
催
に
よ
り
執

り
行
い
ま
し
た
。
当
日
は
、
漁
業

者
や
水
産
加
工
流
通
業
者
及
び
、

焼
津
市
を
は
じ
め
と
す
る
関
係

者
が
列
席
す
る
中
、
最
初
に
西

川
組
合
長
が
「
祭
文
」
を
読
み
上

げ
魚
族
に
対
す
る
感
謝
の
気
持

ち
を
表
し
、
マ
ダ
イ
や
ホ
ウ
ボ

ウ
な
ど
の
活
魚
を
放
生
し
、
そ

の
後
、
仏
教
会
の
僧
侶
に
よ
る

読
経
の
中
、
参
加
者
が
焼
香
を

し
、
魚
族
の
御
霊
を
慰
め
る
と

と
も
に
航
海
の
安
全
を
祈
り
ま

し
た
。 

 

な
お
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
昨

年
同
様
、
一
連
の
神
事･

仏
事
は

規
模
を
縮
小
し
て
執
り
行
わ
れ

ま
し
た
。 

海
技
士
臨
時
試
験 

 
 
 
 

合
格
者
発
表 

  

毎
年
３
月
に
行
わ
れ
る
海
技

試
験
の
合
格
を
目
指
す
「
令
和

２
年
度
船
舶
職
員
養
成
講
習
会
」

を
、
当
組
合
の
主
催
に
よ
り
県

立
漁
業
高
等
学
園
に
お
い
て
、

昨
年
１１
月
１６
日
か
ら
本
年
３

月
５
日
ま
で
開
講
し
、
７
名
が

受
講
し
ま
し
た
。 

 

こ
の
講
習
会
の
受
講
生
は
、

３
月
８
日
か
ら
１０
日
ま
で
実
施

さ
れ
た
「
臨
時
海
技
士
国
家
試

験
（
焼
津
）
」
の
筆
記
・
口
述
試

験
を
受
験
し
、
２６
日
付
で
総
合

発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

そ
の
結
果
、
三
級
海
技
士
（
内

燃
機
関
）
３
名
、
四
級
海
技
士

（
航
海
）
４
名
の
計
７
名
全
員

が
見
事
に
合
格
さ
れ
、
引
き
続

き
行
わ
れ
た
免
許
講
習
を
受
講

し
た
後
、
中
部
運
輸
局
よ
り
海

技
免
状
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。 

 

合
格
さ
れ
た
皆
様
、
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
後
も

船
舶
職
員
と
し
て
水
産
業
発
展

の
た
め
、
大
い
に
ご
活
躍
さ
れ

ま
す
こ
と
を
期
待
い
た
し
ま
す
。 

 

合
格
者 

▼
三
級
海
技
士(

内
燃
機
関) 

 
 

杉
山 

梢
太 

 
 
 

福
川 

大
地 

 
 

小
野
寺 

翔
太 

▼
四
級
海
技
士
（
航
海
） 

 
 

粟
本 

達
也 

 
 
 

栗
原 

佳
弘 

 
 

山
地 

勇
貴 

 
 

渡
辺 

慎
一 

 

魚
族
供
養
で
祭
文
を 

読
み
上
げ
る
組
合
長 

※本記事は、関係先に配布した印刷物でのみお読み頂けます。 

 

新
卒
採
用
者
の
ご
紹
介 

 

 

　　（令和3年１月～3月）

数量（t） 金額(千円） 単価 数量（t） 金額(千円） 単価 数量 金額 単価

南まぐろ(水揚） 328 602,438 1,838 594 920,696 1,549 181 153 84

南まぐろ(陸送） 139 217,324 1,561 171 274,536 1,605 123 126 103

めばち 2,487 1,382,753 556 2,212 1,321,522 598 89 96 108

きはだ 788 403,650 512 992 622,756 628 126 154 123

きはだ(海まき） 9,854 2,252,947 229 3,122 546,788 175 32 24 76

他のまぐろ類 546 834,708 1,528 534 709,240 1,329 98 85 87

びんなが 655 255,397 390 915 310,160 339 140 121 87

かつお(南方） 3,102 955,427 308 5,806 1,347,471 232 187 141 75

かつお(その他） 327 85,603 261 566 147,144 260 173 172 100

かつお(海まき） 14,304 2,468,824 173 21,042 3,116,929 148 147 126 86

その他 229 84,238 367 281 76,897 273 123 91 74

（合　　　計） 32,760 9,543,309 291 36,235 9,394,137 259 111 98 89

＊記載数量･金額は、単位未満を四捨五入しているため、内訳の計と合計が一致しない場合があります。

32,759 36,235

令和２年 令和３年
南まぐろ(水揚） 327,772.0 602,438,218 594,235.2 920,695,940
南まぐろ（陸送） 139,190.7 217,324,395 171,096.1 274,535,585
めばち 2,486,658.5 1,382,752,988 2,211,611.5 1,321,522,303
きはだ 788,478.4 403,649,602 991,838.2 622,755,504
きはだ(海まき） 9,854,025.0 2,252,946,605 3,121,653.0 546,787,915
他のまぐろ類 546,270.7 834,708,106 533,863.9 709,239,762
びんなが 654,638.7 255,396,942 914,891.5 310,159,912
かつお(南方） 3,102,449.0 955,427,380 5,806,364.0 1,347,470,888
かつお(その他） 327,437.1 85,602,824 566,335.0 147,143,856
かつお(海まき） 14,303,604.0 2,468,824,048 21,042,055.0 3,116,928,875
その他 229,355.8 84,238,000 281,418.8 76,896,612

32,759,879.9 9,543,309,108 36,235,362.2 9,394,137,152

令和２年 令和３年 前年対比（％）
魚　　　　　種

　　焼津魚市場取扱高対比表

 

『
い
ろ
ん
な
さ
か
な
が
い
る
と
い 

 

い
な
や
い
づ
こ
う
』 

 
 

豊
田
小
１
年 

青
木
琥
太
朗 


